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住民の“本音”が DX計画に 

「暮らしの困りごと」をデジタルで解決するワークショップを開催 

～ 住民が選んだ“優先順位”を基本方針に反映 ～ 

 

かつらぎ町は、来年度からスタートする「かつらぎ町 DX 基本方針」の策定にあたり、住民の皆様の

“生の声”を計画に直接反映させる「住民共創ワークショップ」を開催します。 

 

１．日 時 ： 2025年 11月 29日（土） 午前 9時 30分～12時 30分 

２．場 所 ： かつらぎ町保健福祉センター 3階 研修フロア 

（住所）かつらぎ町丁ノ町２１６０ 

（電話）0736-22-0300 

３．対象 ： 町内在住・在勤・在学の方（年齢、デジタル経験は一切問いません） 

 

４．内 容 ： 当日は、参加者主体で対話を進める、以下のプログラムを予定しています。 

1. グループ対話： 参加者は少人数のグループに分かれます。 

2. テーマ巡回： 4 つのテーマが設けられたテーブルを、グループで順番に巡

回します。 

3. アイデア創出： 各テーブルで、暮らしの中の「困りごと」や「あったらい

いな」のアイデアを出し合います。 

4. 住民投票： 最後に、出されたアイデアから、シールを貼って投票し、「優先

順位」をその場で可視化します。 

５．主 催  かつらぎ町 

 

令和７年１１月１９日 

資 料 提 供 

担当課 （室） かつらぎ町 企画公室 

担 当 者 情報政策係 西岡 

電話 （代表） 0736-22-0300（内線 2014） 

本ワークショップは、住民の皆様の“生の声”が、いかにして行政の公式な DX計画に変わっ

ていくのか、その「共創」の瞬間を取材いただける絶好の機会です。 「デジタルはよく分から

ない」という方々の本音や、多様な世代が真剣に対話する様子など、人間味あふれる“絵”が撮

れるものと存じます。ご多忙の折とは存じますが、ぜひご取材賜りますようお願い申し上げま

す。（当日は、全体進行を務める「対話の専門家」（日本ファシリテーション協会和歌山サロン）

へのインタビューも可能です。） 
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